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Message

６周年のご挨拶

この度、NPO法人幸ハウスは、無事6周年を迎えることができました。

こうして6周年を迎えられましたのは、ひとえにNPO法人幸ハウスの

ビジョン・ミッションに共感してくださり、私たちの活動を見守り続け、応援

してくださっている賛助会員のみなさまのお陰と深く深く感謝しております。

NPO法人幸ハウスは設立当初から'病気になっても病人にならない社会

づくり'というビジョンをかかげ、'患者さんが自分の生き方を考えるための寄り添う居場所を日本中に作る'、'誰もが死生

観を語り合える仕組みをつくる'という二つのビジョンを軸に活動を継続しています。

'患者さんが自分の生き方を考えるための居場所をつくる'という一つ目のビジョンを形にするために、静岡県富士市に幸

ハウス富士を開設し（2018年）、毎週水曜日10時から16時まで、がん患者さん自身やご家族が「今」大切にしたい

ことについて（自分の生き方について）考えたり、語り合う場を提供させていただいています。週に１回の開設ですが、

毎年500人を超える利用者さんが、人生を通して大切にしたいことに気づかれたり、それを大切に生きるためのヒントを

お互いの存在を通して受け取られています。また、大切な方をがんで亡くされた方の居場所である、グリーフカフェ幸ハウ

ス富士も月に1回（第2月曜日）開設し、年間30名の方にご利用いただいています。大切な方を亡くされたことに対

する反応は人それぞれであるからこそ、どんなあり方も大切にするというあり方を大事にしている幸ハウス富士が、多くの方

にとって必要な場になると感じております。今後も多くのグリーフを抱えている方が、日常の中で少しでもご自身が大切に

したいものを大切にするお時間を持つことができるよう、グリーフケアカフェを継続していきたい所存です。
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また2つ目のビジョンの、‘誰もが死生観を語り合える仕組みづくり’を形にするために、2021年に414(よいし）カードを開

発し、2年間で1500人以上の方にご購入いただきました。私達はこのカードの遊び方や、死生観対話のワークショップ

の開催方法、対話会をされた方々がつながれる場をオンラインで提供させていただくことで、414カードを通した死を見据

えて今を大切に生きられる人のコミュニティー作りをしています。

今年は、ROUTE414というボードゲームのプロトタイプも出来上がる予定です。様々な仕組みを通して、幅広い年齢の

方々が、死を見据えて今、大切にしている

ことについて考えたり対話できる仕組みを今

後も提供させていただきたいと考えておりま

す。

私たちは、幸ハウス富士という場や414カ

ードを通して生まれる繋がりを通して、NP

O法人幸ハウスの設立目的である「病気

になっても病人にならない社会」構築のた

めの歩みを進めております。そして、来期

も設立時に掲げたビジョンを達成するため

に活動を続けて参りますので、今後ともご

支援、ご協力いただきますよう、どうぞよろ

しくお願い申し上げます。
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６周年のご挨拶

皆様の温かいご支援のおかげで、このたび、幸ハウス富士は6周年を迎えることが

できました。皆様が幸ハウス富士に寄せて下さる温かいお気持ちが、幸ハウス富士

をいつも優しく包んで下さっているように感じています。

この1年も幸ハウス富士で、お一人お一人の大切な人生の物語に触れさせてい

ただきました。みなさんが大切にされている想いを共に大切にさせていただけること

に心から感謝が溢れます。「ここに来ると、私は私でいいんだと思える。」、「幸ハウ

ス富士にいる時間は心が安らぐ時間。私の大切な居場所」。このような利用者さ

ん達の言葉に、私たち自身、力をいただいています。

また、今期は、414カードの対話会を、オンラインのみならず、幸ハウス富士や、様々な場で開催させていただくことができ

るようになったことも、とても嬉しいことでした。やはり、同じ空気を感じながら、リアルで表情を拝見し、みなさんの声を傍で

聴かせていただける対話会は、特別です。

また、最近では、小中学校や高校、専門学校からもお声がけいただき、若い世代のみなさんが、死生観を語り合う場も

作らせていただいています。NPO法人幸ハウスのミッションの一つである、「誰もが死生観を語り合える場をつくる」に関し

ても、確実に歩みを進められた1年だったと感じています。来期も、目指す未来に向かって、一つ一つ丁寧に進んでいき

たいと思っております。皆様、今後ともよろしくお願いいたします。
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Mission & Concept

病気になっても病人にならない社会 をつくる

私たちは、癌サバイバーさんをはじめ、様々な能力をお持ちの方々と共に、

病気になっても病人にならない社会をつくります。

私たちが考える病気になっても病人にならない社会とは、

関わる人すべて※が、

自分の想いを大切にできて自らの生き方（死に方）を選べる社会 です。

※ここでいう関わる人すべてとは、患者、その家族、ボランティアです。

そのような社会の実現のために、私たちは次の2つのミッションを持っています。

患者さんが、自分の生き方を考えるための寄り添う居場所を日本中につくる
Mission 

1

誰もが死生観を語り合える場をつくる
Mission 

2
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今回はお写真
たくさんでご紹介！



※本資料の全部または一部についての無断複製・無断転載を禁じます。 Copyright Sachi house. All Rights Reserved.

幸ハウス富士

8

Fuji

幸ハウス富士とは

幸ハウス富士は、癌患者さん、ご家族、ご友人が、 戸惑いの中、

自分らしい生き方や医療を選ぶことをサポートする場所です。

医療機関ではなく、宿泊施設もありません。

治療、検査を行ったり、

セカンドオピニオンを提供する場所でもありません。

患者さんご自身が

大切にしている想いや考えを尊重し何より大切にします。

＊ 開放日時 ＊

水曜10:00-16:00（祝日休）

＊ 場所 ＊

川村病院の隣、三角の建物

（静岡県富士市松本357-1）

幸ハウス富士 基本情報
看護師やサポーターが
あなたの話をゆっくり聞きます

お茶を飲んだり、本を読んだりしながら
自分の時間を過ごすことができます

病気になっても、大切にしたいものを
大切にできる生き方を、一緒に考えます

週変わりで提供されている
プログラムに参加できます
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Fuji

利用者さんに伺ってみました 「あなたにとって幸ハウスはどのような場ですか？」

自分の話をしたり、
色々な人の心の内の話を聴くことで、

自分自身の支えを見つける場。
自分が支えになれる場

人の話を聴いて、
自分が言語化できない想いを

確認できる場

人の考えを聴く中で、
自分を見つめ直せる場

話をしたくても話せなかったり、
話した後、話さなければよかった

と後悔したりする

でも、言いたい自分がいて、
それを話せる場、心のガス抜きの場、

心に貼ったガムテープを
剥がせる場、必要な場
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Fuji

幸ハウスはどのようなところですか？

幸ハウス富士は、大切な私の居場所

ホッとして癒される。ここがいちばん大切な私の居場所。

相談する人がいるのが、すごく幸せ。いつも不安はあるけど、その気持ちを話すことで

少しずつ、気持ちが元気になっていく感じがある。みんなの優しい心に触れあえて幸せ。

始めはよくわからなかったけど、来てみるとよくわかる

来るまではどんなところだろうとドキドキしたけれど、幸ハウス富士でみなさんを見ている

と、自由にありのまま過ごされている様子がわかり、安心しました。

60代・女性
（現在 治療中）

40代・女性
（治療後）

幸ハウス富士 スタッフより

幸ハウスは、一人一人の利用者さんの大切にしたいものに寄り添うという決意の延長線上に場を設けさせていただ
いております。したがって、この幸ハウスの思いがこのように利用者さんに浸透し始めていることを嬉しく感じています。

継続して場を作ってきたことで、あなたが大切にするものを大切にする場という幸ハウスの存在価値を理解していただ
いた上で、そこを居場所としてご利用いただけている方が少しずつ増えてきており、このような場が病気と向き合って
いる人や社会にどのような価値を提供しているか、提供できるのかということを引き続き学び続け発信し続けていきた
いと感じています。
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Fuji

どんな方が幸ハウスを利用されている？

• がんと診断されて間もない方

• 手術を待っている方

• 治療中の方

• 治療を終えて社会復帰した方

• 緩和ケア病棟｜いまここ｜におられる方

• 大切な方をがんで亡くされたご遺族

当事者
（約8割）

他院の
患者さん
（約5.5割）

川村病院の
患者さん

（約4.5割）

ご家族やご友人
（約2割）
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Report

約1年間の総利用者数

（水曜開放日の利用者数）504名（うち新規利用者93名）

（第２月曜日の利用者数）37名（うち新規利用者10名）

総利用者数 541名（うち新規利用者103名）

2023年1月～2023年12月の利用者状況

毎週の様子は、下記のメディアからも発信しています

         Facebook： https://www.facebook.com/sachihouseorg/

         幸ハウス富士公式ブログ： https://ameblo.jp/sachihouse-fuji

1月 43名（うち新規4名）

3月 44名（うち新規8名）

7月 36名（うち新規12名）

2月 41名（うち新規10名） 8月 36名（うち新規6名）

10月 45名（うち新規10名）

12月 26名（うち新規4名）

11月 48名（うち新規9名）

9月 47名（うち新規16名）

4月 46名（うち新規8名）

6月 33名（うち新規3名）

5月 32名（うち新規0名）

https://www.facebook.com/sachihouseorg/
https://ameblo.jp/sachihouse-fuji
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茶道を学ぶ訪問看護師がお茶をたてて、もてなしてくださいます

各週のプログラムの様子 第1週：お抹茶一服いかがですか
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座ってできる肩や首をほぐす動きや、心を落ち着かせる呼吸法を学びます

各週のプログラムの様子 第2週：リラックスヨガ
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Report

自分の好きな香りを見つけ、
嗅覚を使って、

心や身体を癒やす方法をお伝えします

各週のプログラムの様子 第3週：アロマテラピー
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Report

さまざまな宗教者が宗派を超えて１つにつながり運営する傾聴カフェです

各週のプログラムの様子 第4週：カフェデモンク
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report

季節のイベントなど クリスマス会

あなたと表現し合い隊 /手作り紙芝居 / 手作りクリスマスツリー など
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季節のイベントなど クリスマス会

あなたは誰かのサンタクロース

「幸ハウスの誰かのことを思いながら、クリスマス

カードを作るお時間、、、、”あなたは誰かのサン

タクロース”」を開催しました。

お互いがお互いを思い、カードとメッセージを作

成しました。封筒に入れて、集めさせていただき

お帰りになる時に、自分が書いたものではないと

思われるカードをお持ち帰りいただきました。

誰のもとに届くかわからないカード。誰から届いた

かわからないカード。しかし、そのカードには、お

互いが、お互いを大切にしてます！という思いが

たくさん込められています。
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グリーフケアCafe幸ハウス富士～大切な思いを大切にする場～

幸ハウス富士は、2018年に設立した時から、がんと向き合う方々やご家族、がんで大切な方を亡くされ

たご遺族が、大切な思いを大切にできる場として、温かな時間を紡いできました。

その中で、大切な方をがんで亡くされた方々の思いを、もっと大切にできる場を作りたいと思うようになりま

した。そのような思いのなかで2022年の４月に

生まれたのが、グリーフケアCafe幸ハウス富士

〜大切な思いを大切にする場〜です。

2023年度は、祝日は開催していないので、

昨年は８回グリーフケアカフェ幸ハウス富士を

開催いたしました。今年は祝日が重なってしま

った月曜日は、翌週に開催することで、必ず

月１回はグリーフケアカフェの場をご提供でき

るようにしていこうと思っています。
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約1年間の総利用者数
• 初来者：10名

• 再来者：27名

グリーフケアCafe幸ハウス富士～大切な思いを大切にする場～

※2023年は8回開催

1月 開催なし

3月 3名（うち新規0名）

7月 5名（うち新規3名）

2月 3名（うち新規0名） 8月 開催なし

10月 6名（うち新規3名）

12月 6名（うち新規3名）

11月 6名（うち新規2名）

9月 開催なし

4月 開催なし

6月 3名（うち新規1名）

5月 3名（うち新規0名）

開催の様子は、下記のメディアからも発信しています

         Facebook： https://www.facebook.com/sachihouseorg/

         幸ハウス富士公式ブログ： https://ameblo.jp/sachihouse-fuji

https://www.facebook.com/sachihouseorg/
https://ameblo.jp/sachihouse-fuji
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【賛助会員さん対象】幸ハウス富士見学ツアー

普段の開放日（毎週水曜日）は、原則利用者の方の時間とすることを大事にしているため、これまで

幸ハウス富士では、周年イベントなど一部イベントを除き、賛助会

員の皆さまに幸ハウス富士にお越しいただけるような機会があまり

ありませんでした。そのため、幸ハウスの活動を支えてくださる皆さま

に、直接ご覧いただく機会をつくりたいと2023年は幸ハウス富士見学

ツアーを開催いたしました。前回の機会には来れなかった方や、また

行きたいというお声をいただいており、2024年も開催予定です。
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414(よいし）カードとは

誰もが、いつでも、日常の中で、
死を見据えて自分が大切にしたいものに気づけるカード

414カードの特徴

• 1人でも複数人でもできる

• イラスト面には日本人が人生の最期の時まで

幸せで、自分らしくあるために大切にしたい項目

• イラストの裏には、イラスト面の項目を自分の中で

掘り下げていくことができる問い

• 1番～20番のカードは、小学校高学年でも

理解できる内容

詳細はこちら
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４１４(よいし）week

今まで1000人以上の方々と対話を重ねてきた中で、
414(よいし）カードを使って、大切な方と、最期の時まで

大切にしたい想いを語り合うことは、自分や、自分が大切
にしたい人と、より温かな関係を築くこと、最期の時まで自
分が大切にしたいことが大切にされる未来につながると確
信しました。そこで、今年から4月14日からの１週間を
414weekと定め、より多くの方に414カードをつかっての対話
をしていただくことにいたしました。

その際、、414weekに対話会を開催された方々には、SNS
などで＃414カードまたは#414で足跡を残して頂きました。
次のページからその投稿をいくつかご紹介します。

また、2023年4月15日にオンラインで開催した記念イベント
の様子は、右のQRコードからアーカイブを視聴できます。
こちらもよろしければ是非ご覧ください！

Report
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４１４(よいし）weekの投稿例

Report

「家族の負担にならない」

人に迷惑かけたくないと思う、それは大切な人の時間を奪いたくないから。「助けて」っ
て言いにくい。弱いと思われたくないから。

昔、体を壊してしまったときに、家族に助けてもらったことがあるが、その時の体験は、
迷惑かけるというより、感謝ができる経験だった。そのことを思い出すと、人に助けてと
いうのも悪くないのかもとも思う。勇気を持って「助けて」といってくれたのかなと思うとそ
の姿に対するリスペクトをもつことが大切だなって思う（Eさん）

「痛みがない」

痛みという言葉を聞くと苦しいと思う。

自分の中には苦しさから解放されたいという思いがある。

最期の時は痛みから解放されて死にたい。死は解放と思っているから死は良いイメー
ジが自分の中にはある。（Sさん）
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４１４(よいし）weekの投稿例

Report

「大切な人とお別れをする」

車の事故、非番の消防士さんがいたから今生きている。その時,一番したかったことは

別れだった。家族や親友が思い浮かんだ。自分に関わってくれた人に愛と感謝を伝え
たいと思った。

事故によって突然の死が訪れるよりも、余命を言われる最期の生き方はいいものなの
かもしれないと思えるようにもなった。全てのことを素直に受け入れられるようになった。
全ての思いを素直に伝えられるようになった（Hさん）

「不安がない」

余命を言われたら不安な気持ちになると思う。でも、不安の中にも今への感謝、、、
医療従事者への感謝、、、、こういう心を持ちたいと思う。死の寸前は不安なく逝き
たいとおもった。そのために、事前に準備をしておきたいと思った。と同時に、今ここにい
るだけで（生きていることが）ありがたいと思った。

不安な気持ちが薄れていく感じがした。死を考えると少しずつ感覚が変わる。死生観
を考えることで今を大切にできる気がする。（Sさん）
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４１４(よいし）weekの投稿例

Report

「人として大切にされる」

治療中、外に出れない時、「何なら食べられるだろう？」と私を想い、選んで届けてく
れた。そして、自分の事を置いてでも私のためにできる事をしたいという想いを伝えてく
れた。大丈夫だよと伝えても、「自分がやりたくてやっている事だから」と伝えてくれた。

「会ってなくても、話せてなくても、想っているよ」というその想いがすごーく伝わってきて、
「あー、私は大切にされているな～」と心から実感できた。その時の気持ちを思い出す
と今でも涙が溢れる。（Mさん）

「自分が生きた証を残す」

自分は人に安心を与えるものを残したいと思う。どうしたら安心をつくれるのか？と思っ
た時、素直であるということが大切だと思った。

不安な時に不安だと言えることが大切。あえて不安がない状態をつくるというより、自
分に正直であること。そこで偽らないこと。その自分の在り方が、周りに「あるがままで
いいんだ」という安心をギフトとできると思う。（Eさん）
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４１４(よいし）week さまざまな場で行われた対話会

Report
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４１４(よいし）カード対話会 ＠関西

Report

今年から大阪にある、古民家かふえで年に３回、４１４
（よいし）カード対話会を開催させていただくことになりまし
た。

人生の中でおこる様々な出来事や体験により、自分が自
分の人生を通じて大切にしたいものは変化していきます。し
たがって４１４（よいし）カード対話会は一回開催して
終わりというものではなく、継続的に対話を繰り返すことで、
このカードが意図している最期の時まで自分が大切にして
いるものを大切にできる生き方（逝き方）ができると思って
います。したがって、このように定期的に対話会が開催でき
る場が生まれたのは大変ありがたいことだとかんじました。
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Report

WAKAZOが主催したイベントで、2025年の大阪・関西万博やその先の未来を見据え「誰もがいのちを
守り合う、新たな未来を創造する」ためのイベントinochi Mirai Pre-summitのなかで、全国から３０
０名の中高生に（オンライン、オフライン、サテライト会場）で４１４（よいし）カードを使った対話会に
参加していただきました。

４１４(よいし）カード対話会 ＠ inochi Mirai Pre-summit

• 自分がどんな姿で生きていたいかという死を考えることが生を
考えることにつながることは知った。

• 死生観と聞くと死に向けて準備している感じがしていたが、
今の人生に輝きをもたらすものとして、また死は今生きた先
にあるものとして考えられるようになり、ポジティブな捉え方が
できるようになった。

• 私は今まで死にたくない、という偏った考え方でしたが色んな
人の死生観を聞けて死と生というものをより多角的に考えれ
てもう少し違う考え方もしてみたいなと思いました

• いつ死ぬかわからない、ということを改めて認識できて、もっと
毎日を大切に過ごそうと思えて、自分の人生の生き方をより
よくしようと思えた。
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Report

2023年10月15日 SHIBUYA QWS にて医学生が中心となって作られている団体WAKAZOと共催
で「「死生観を問う私たちのあり方について
～Last Words ワークショップ」を開催しました。様々な年代の方々約６０人と４１４（よいし）カードを
用いた対話会を開催いたしました。

４１４(よいし）カード対話会 ＠渋谷qws
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Report

京都＜浄土宗の本山・清浄華院が開催する次世代との参加型イベント＞の中で、死生観のイベントを
開催しました。

４１４(よいし）カード対話会 ＠京都
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Report

今年のLocalization Day Japan 2023のGEN-Japan 企画の枠で、NPO法人幸ハウスが作成させ
ていただいた４１４（よいし）カードのご紹介をさせていただきました。

４１４(よいし）カードご紹介 ＠ Localization Day Japan 2023
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Report

富士宮市立人穴小学校で、414(よいし）カードを使って、自分を大切にするということについての授業を

させていただきました。子供達が自分が大切にしたいことを一生懸命言葉にし、伝える姿に胸が熱くなりま
した。

その時の参加者の子どもたちの感想が地域の新聞に掲載されました。

４１４(よいし）カードを使った授業 ＠富士宮市立人穴小学校
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Report

富岳館高校で、健康づくり基礎という授業の枠内で、４１４（よいし）カード対話会をさせていただき
ました。

参加してくださった生徒さんからは

という感想をいただきました。今後もこのような機会を頂けましたら幸いです。

４１４(よいし）カードを使った授業 ＠静岡県立富岳館高校

「私の生きていく中で大切にしたいことと、
他の人の大切にしたいことが違ったことで、
私の大切にしたいことを改めて考えることが
できたし、話を聞く中で大切にしたいものが
増えました。」

「いつ死ぬかわからない世界で生きているの
が当たり前ではなくとても奇跡で恵まれてい
ることを感じ今後は1日1日後悔のないよう
に大切にしたいと思いました。」
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Report

日本ホスピス・在宅ケア研究会で414（よいし）カードに関する口演発表

「死を見据えて、より自分らしく今を生きる～414（よいし）カードを使った

対話の場を通して～」という題で、公演発表にて発表させていただきまし
た。

私達が414カードを通して出会ったKさんのお話もさせていただきました。
最期まで大切なものを大切に過ごす姿を私達に見せて下さったKさんも、
共に仙台で伝えて下さった気がしています。

この発表を通して、なぜ414カードを使った対話の場はこんなに温かいのか
を、言葉にする事ができ、よき機会をいただきました。

全国各地で素敵な熱い活動をされている方々の生のお話を聴き、交流
できたのもとても幸せでした。

そして、今回の研究会のテーマは「コンパッション コミュニティ」私達も昨年
から学んでいるテーマです。講演やワークショップに参加させていただき、頭
と胸がいーっぱいの濃密な2日間でした。
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Report

Cure with Aroma主催の講演会「私の街の介護アロマ」に幸ハウス富士開設当初からアロマのクラスを担
当してくださっている久保田先生と参加いたしました。

講演の中では、NPO法人幸ハウスのこと、幸ハウス富士で定期的に行っているアロマのワークショップのこと
をお話しをさせていただき、最後は４１４

カード対話会も開催させていただきました。

私の町の介護アロマ
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Report

富士市立看護専門学校の生命倫理の授業の枠の中で
414(よいし）カード対話会を開催させていただきました。

対話会後に、無記名のアンケート調査をさせていただいたとこ
ろ, 93%の学生さんが、414カードを通して、死を見据えて

「今」大切にしている対話をした体験は、これからの生き方や
あり方に影響を与えると答えてくれました。医療従事者になる
前に自分の死生観を考える時間を持つことは大切だと、この
アンケートの結果と内容をみて痛感しました。

看護専門学校（富士市立看護専門学校、静岡県立看護専門学校）

「いざ自分が病気になった時とかにこのことを思い出すとおも
うから」

「どんな性格の人も死生観を持ち、何らかを考えていると思う
と人の見方が変わると思う」

「終わりを見据えての話はとても大切だと思った。家族でこの
ような話をし看取る側も看取られる側も悔いなく過ごせるよ
うにしたいとおもったから」
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Report

講演会＠千葉県 東雲堂様

千葉県の葬儀社 東雲堂様の感謝祭にて、「最期を見据えて今
大切にしたいこと」をテーマに講演させていただきました。東雲堂様
は、ご葬儀の時だけでなく、その前から、そしてその後も、お客様と
の繋がりを大切にされています。今回は、今在る幸せに気づかれた
り、人との温かい繋がりを紡ぐヒントを、何か一つでもお持ち帰りい
ただけたらという気持ちで講演内容を考えました。

後日、講演を聞いてくださった方が「講演のことを思い出し、夫にな
るべく優しい言葉かけをしました。いつもはコーヒーを淹れてもらうの
ですが、今日は私がコーヒーを淹れてサービスしてしまいました」と嬉
しいメッセージをいただきました。皆様が、すぐに実践してくださり嬉
しい限りです！

最後に、グリーフケアについても触れさせていただきました。グリーフ
は誰もが抱えているもの。どこかに行かなくても、隣近所で支え合
い、地域で自然にグリーフケア（ケアという言葉も必要となくなるく
らい）ができる社会になるといいなと思います。
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医療業界セミナー講演会＠静岡県立産業技術専門学校

将来、医療事務のお仕事に就かれるために学ばれている、医療事務科の1年生と2年生55名の皆様
に、医療の現場で大切なことをテーマに講演させていただきました。

医療機関でおそらく患者さんが初めて言葉を交わすのが、医療事務の方々。病院の顔となる皆様に、
相手の状況を想像することの大切さ、言葉の大切さを中心にお話させていただきました。

講演を聴いてくださった学生さん全員が、「医療従事者の言葉や態度で
患者さんが不安になったり傷つくことをゼロにするプロジェクト」のお仲間になって
くださいました！

言葉の大切さを感じていただくために、緩和ケア医である大坂巌先生が提唱さ
れている「言薬（ことぐすり）～言葉は薬にもなる」を紹介し、まずは自分自身
に言薬を処方し、次にクラスメイトでお互いに、言薬を処方し合う、言薬ギフト
ワークをしました。

普段は何気なく発している言葉を大切にし、心を込めて自分とクラスメイトに
言葉を贈るワーク。教室全体が温かな空気に包まれました。
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Report

４１４（よいし）カード研修会

414カードを持っているが、まだ使った事がない方のコース①

内容→414カードの遊び方、使い方の説明
目標→2～3人を対象に414カードを使った対話会を行う事ができるようになる

414カードを使った対話会をこれから開催したい方のコース②

内容→414カードを開発した幸ハウスの理念もお伝えした上で、414カードの対話会を複数人に対して開催する方
法をお伝えします。またその際に必要な資料をお渡しします。

目標→10人程度（5人ずつ2グループ）を対象に対話会を開催できるようになる。

414カードを使った対話会を主催されている方々との学び合いのコース（1回につき、定員10名）③

内容→414カードを使った対話会を開催しての気づきや課題の共有
目標→より自信と確信を持って対話会を開催できる。414カードを使っている他の場や人と繋がる事ができる。

私達はこれまでにオンラインや対面で414カード対話会を開催し、延べ1000人近い方々と死生観を語り

合う場を作ってきました。素敵な方々とたくさん出会い、改めて、死生観を語り合う場は果てしなく温かい
ことを確信させていただきました。有り難いことに、色々な方々が様々な場で414カードを使った対話の場

を作ってくださるようになったので、私達は、そのように場を作ってくださる方々をサポートさせていただき、共
に学び合う時間を作ることを目的に、2024年も引き続き開催していきます。
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特定非営利活動法人幸ハウスや幸ハウス富士の運営
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Thanks

2023年4月~2024年1月の活動経費の概要

みなさまのご支援・ご協力により、これまでにご紹介してきた一連の活動内容は、

すべて寄付金により運営することができました。あらためて、誠にありがとうございます。

入金の記録 出金の記録 残高

賛助会員費：147,310円

講演料：75,002円

414カード：1,386,904円

NPO法人活動諸経費：133,152円

富士スタッフ人件費：854,720円

富士プログラム開催諸経費：421,288円

合計：1,859,216円 合計：1,628,912円 総額： 2,625,041円

※ NPO法人活動諸経費は、富士の定期プログラム以外の特別イベント開催諸経費やHP制作・運用など、事務局運営費などの総額になります。富士

スタッフ人件費は、安定して継続的に毎週水曜に富士を開放するための、看護師スタッフ（現在は1名、時給制1,500円＋交通費）の金額になり

ます。富士プログラム開催諸経費には、プログラム開催諸経費や講師の方の交通費などの総額になります。

※ あくまで現時点の概要報告になります。より詳しい金額や今後の課題などは、2024年6月の総会にてご報告予定です。

その他寄付金：250,000円

前年度繰越金：

2,394,737円

414カード開発・販売費：219,752円
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最後に
Support
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みなさまにお願いしたいこと
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Support

認定NPO法人化に向けた賛助会員のお願い

病気になっても、今を大切に穏やかな日々を生きることができる。

そんな患者さんをNPO法人幸ハウスの活動を通して増やしていきたい。

また、病気になる前から、死が身近に感じる前から、

自らの死生観を気軽に語れる環境や仕組みを作ることで、

死が恐怖や不安で触れられないものではなく、死を見つめて生きるからこそ、

より輝ける自分らしい生き方ができる人を、NPOの活動を通して増やしていきたい。

このミッションを達成させるために、私たち幸ハウスは、

より厳しい要件をクリアさせないとなれない※ 認定NPO法人を目指しています。

※現在、NPO法人全体の約２％しか、認定NPO法人と認められていません
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認定NPO法人化に向けた賛助会員のお願い

認定NPO法人になるためには、広く市民から支持を受けていることを示すために、

年3,000円以上の賛助会員の数が毎年100名以上であることという要件があります。

幸ハウスの活動趣旨にご賛同いただき、

賛助会員というかたちでの、ご支援・ご協力をどうぞよろしくお願い申し上げます。

認定NPO法人の特徴

• 寄付する側もされる側も、税額控除や所得控除といった税制上の優遇を受けられる

• 認定NPO法人になるためには、「広く一般から支持を受けているか」「その活動や組織運営が適正におこな

われているか」「より多くの情報公開が行われているか」といった審査があるため、認定基準をクリアしようとする

ことで、法人活動の適正な制度・仕組みが整う
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継年 賛助会員になっていただいたみなさまへ

Webから継年会員にお申込みいただいた方に、下記のメールが届く可能性がございます。

差出人: CreditPaymentService <creditsupport@alij.ne.jp>

日時: 20XX年X月X日
宛先: ご登録いただいたメールアドレス
件名: カード情報変更のご案内【クレジットカスタマーセンター】
返信先: creditsupport@alij.ne.jp

お世話になっております。クレジットカードカスタマーセンターでございます。

次回決済時、現在ご利用頂いておりますクレジットカードの有効期限切れのため認証不可となり、
サービス利用停止となります。・・・・

このメールが届いた方は、クレジットカードの有効期限が1度切れているため、

カード情報を更新しない場合、自動的に継年賛助会員費の引き落としが終了となります。

もし引き続き、継年賛助会員になっていただける場合は、

恐れ入りますが、カード情報の更新対応をよろしくお願い申し上げます。

カード情報変更用URL：https://payment.alij.ne.jp/service/continue/change/52808303

https://payment.alij.ne.jp/service/continue/change/52808303?fbclid=IwAR3RjTjH9V-AS05UlAPWtI8DFfz6XQfuZrh8XKha7J2QMKPW0AkI9nIMyxs
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